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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
消
費
者
動
向
が
大
き

く
変
化
し
、
事
業
者
に
は
環
境
変
化
へ
の

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
お
り
、
経
営
維

持
や
売
上
回
復
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

を
活
用
し
た
販
路
開
拓
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
四
回
の
構
成
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
立
ち
向
か
う

企
業
の
最
新
事
例
を
基
に
、
事
業
規
模
を

問
わ
ず
に
今
す
ぐ
実
践
可
能
か
つ
成
果
に

繋
が
る
販
促
手
法
を
わ
か
り
や
す
く
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用

い
た
実
習
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。 

Ｉ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
初
心
者
で
も
結
構
で

す
。
ま
ず
は
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
等
の
詳
細
は
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込

み
は
電
話
ま
た
は
折
込
チ
ラ
シ
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
小
須
戸
商
工
会
ま
で

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
セ
ミ
ナ
ー
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

原
則
、
四
回
す
べ
て
受
講
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
の
補
助
金
は
小
規
模
事
業
者
等
が
、 

地
域
の
商
工
会
の
助
言
等
を
受
け
て
経
営 

計
画
書
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て 

地
道
な
販
路
開
拓
等
に
取
り
組
む
費
用
の 

三
分
の
二
を
国
が
補
助
し
ま
す
。 

 

補
助
金
の
活
用
を
ご
検
討
の
方
は
、
早 

め
に
商
工
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

申
請
書
類
は
商
工
会
で
受
け
付
け
た
後
、 

地
方
事
務
局
（
新
潟
県
商
工
会
連
合
会
）
へ 

送
り
ま
す
。
書
類
に
不
備
が
あ
る
状
態
で 

は
申
請
を
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
準
備 

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

活
用
事
例 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成 

②
新
機
能
の
付
い
た
機
械
の
購
入 

③
新
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
店
舗
改
装 

 

④
看
板
、
チ
ラ
シ
作
成
・
配
布 

⑤
生
産
性
向
上
の
た
め
の
機
械
の
購
入 

補
助
率
・
補
助
上
限
額 

 

三
分
の
二
（
上
限
五
〇
万
円
） 

※
「
新
潟
市
の
特
定
創
業
支
援
等
事
業
の

支
援
」
を
受
け
た
小
規
模
事
業
者
、
令
和

三
年
一
月
一
日
以
降
の
設
立
年
月
日
の

法
人
、
ま
た
は
税
務
署
の
開
業
届
に
記

載
の
開
業
日
が
令
和
三
年
一
月
一
日
以

降
で
あ
る
個
人
事
業
主
に
つ
い
て
も
、

補
助
上
限
額
が
二
〇
〇
万
円
に
引
き
上

が
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
上
限
額
が

上
が
る
要
件
が
あ
り
ま
す
。 

公
募
締
切
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

現
在
、
未
定
で
す
。
公
募
要
領
を
含
め
、 

公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
令
和
五
年
三
月
下 

旬
頃
、
公
表
予
定
で
す
。
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー 

ル
決
定
後
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

留
意
点 

本
補
助
金
の
制
度
内
容
や
活
用
事
例
は

令
和
四
年
度
の
内
容
で
あ
り
、
三
月
下
旬

に
公
募
要
領
が
公
表
の
段
階
で
、
一
部
内

容
に
変
更
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。 

（
公
財
）
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
で
は

働
く
世
代
の
が
ん
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。 

 

今
、
日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
が
ん
に

か
か
り
、
そ
の
内
の
三
人
に
一
人
が
働
く

世
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
が

ん
の
治
療
後
や
治
療
を
受
け
な
が
ら
仕
事

を
続
け
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。 

誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
「
が
ん
」
を

正
し
く
知
り
、
職
場
の
が
ん
対
策
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

こ
の
た
び
、
新
潟
県
と
の
共
催
で
無
料

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で
す
の
で
、
開
催
期

間
中
は
お
好
き
な
時
間
に
何
度
で
も
視
聴

が
可
能
で
す
。 

【
配
信
期
間
】 

令
和
五
年
二
月
二
十
日
（
月
）
～ 

令
和
五
年
三
月
二
十
日
（
月
） 

【
対
象
者
】 

企
業
や
各
種
法
人
・
団
体
等
の
事
業
主
、
人

事
労
務
担
当
者
、
安
全
衛
生
担
当
者
等 

関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も 

【
内
容
】（
各
動
画
十
～
二
十
分
程
度
） 

◇
「
働
く
世
代
の
が
ん
の
基
礎
知
識
」 

一
般
社
団
法
人
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協

３月の 

花 
 

ボケ 
 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 

第２７３号 

小須戸 

商工会 「
令
和
四
年
度 

働
く
世
代
の 

が
ん
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催 

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
徹
底
活
用
！ 

最
新
の
事
例
に
学
ぶ 

Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

小
規
模
事
業
者
補
助
金
〈
一
般
型
〉 

令
和
五
年
度
公
募
を
予
定
し
て
い
ま
す 
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会 
医
師 

月
岡 

恵 

先
生 

◇
「
働
く
世
代
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」 

新
潟
県
福
祉
保
健
部
健
康
づ
く
り
支
援
課 

成
人
保
健
係 
林 

唯
香 

様 

◇
「
た
い
せ
つ
な
人
財
・
事
業
の
た
め
に
行

う
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援 

～
事
業
主
、
人
事
・
労
務
ご
担
当
者
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
～
」 

新
潟
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

両
立
支
援
促
進
員 

藤
井 

秀
晃 

様
、
両

立
支
援
促
進
員 

及
川 

智
子 

様 

◇
「
県
内
企
業
の
事
例
紹
介
」 

研
冷
工
業
株
式
会
社 

取
締
役
・
総
務
部

部
長 

酒
井 

明
美 

様 

【
視
聴
方
法
】 

（
公
財
）
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
お
申
込
み
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

https://ssl.form-

mailer.jp/fms/fb7e5cc5771315 

 

商
工
会
で
は
、
労
働
保
険
の
事
務
手
続 

き
の
委
託
代
行
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
対

象
事
業
所
で
未
手
続
き
の
方
は
、
商
工
会

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

商
工
会
に
「
労
働
保
険
」
の
事
務
委
託

を
さ
れ
て
い
る
会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
前
年
度
保
険
料
の
確
定
精
算
と

次
年
度
概
算
保
険
料
算
定
の
た
め
の
「
年

度
更
新
」
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

労
働
保
険
の
保
険
料
計
算
は
、
毎
年
四

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
に
従
業

員
に
支
払
っ
た
給
料
額
、
建
設
業
等
の
労

災
保
険
に
つ
い
て
は
同
期
間
に
完
了
し
た

元
請
工
事
金
額
に
基
づ
い
て
算
定
し
、
保

険
料
を
精
算
・
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
月
末
が
年
度
末
と
な
り

ま
す
の
で
、
関
係
書
類(

従
業
員
給
料
の
賃

金
台
帳
や
工
事
の
請
負
契
約
書
等)

の
作

成
・
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、「
年
度
更
新
」
の
関
係
書
類
は
三 

月
末
商
工
会
か
ら
書
類
を
送
付
し
ま
す
。 

労
働
保
険
の
加
入
対
象
事
業
所
で
あ
り

な
が
ら
、
労
働
保
険
加
入
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
総
称
し
て

労
働
保
険
と
い
い
ま
す
。 

従
業
員
（
雇
用
形
態
は
パ
ー
ト
も
ア
ル

バ
イ
ト
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
労
働
保
険
（
労
災
保
険
）

へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
条
件
が
、
①
継

続
し
て
三
十
一
日
以
上
、
②
週
二
十
時
間

以
上
、
の
場
合
は
対
象
従
業
員
の
雇
用
保

険
の
加
入
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

新
潟
市
で
は
新
潟
市
の
食
や
食
文
化
を 

活
用
し
、
本
市
の
更
な
る
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
の
民
間
事
業
者
の
取
り
組
み
に

対
し
て
助
成
金
の
交
付
を
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。 

本
支
援
事
業
に
関
す
る
詳
細
は
、
新
潟

市
食
文
化
創
造
都
市
推
進
会
議
事
務
局

（
農
林
水
産
部 

食
と
花
の
推
進
課
内
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

      
〇
二
五‐

二
二
六‐

一
八
〇
二
（
直
通
） 

〈
取
り
組
み
の
一
例
〉 

・
伝
統
食
材
の
発
掘
や
活
用 

・
生
産
者
、
料
理
人
の
協
働
に
よ
る
新
た

な
料
理
の
開
発
な
ど 

〈
助
成
対
象
者
〉 

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
申
請
時
に
、
新
潟
市

食
文
化
創
造
都
市
推
進
会
議
の
会
員
で

あ
る
こ
と
。 

・
助
成
金
額
・
助
成
率 

◇
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

全
額
（
上
限
三
〇
万
円
） 

◇
育
成
発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
分
の
一
（
上
限
五
〇
万
円
） 

・
申
請
期
間 

令
和
五
年

四
月
一
日
（
土
）

～
四
月
十
二
日
（
水
） 

全
国
健
康
保
険
協
会
「
協
会
け
ん
ぽ
」
の

令
和
五
年
度
の
都
道
府
県
単
位
保
険
料
率

が
確
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

                 

  

 

「
労
働
保
険
」
年
度
更
新
手
続
き
の 

ご
準
備
を
！ 

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば 

「
労
働
保
険
」
の
加
入
は
必
須
で
す 

「
協
会
け
ん
ぽ
」
令
和
五
年
度
の 

保
険
料
率
の
確
定
に
つ
い
て 

 

変更時期 

令和５年 

３月分から 

（４月納付分） 

≪参考≫ 

令和４年 

２月分まで 

（３月納付分） 

介護保険第 2号被保険

者に該当しない場合 

（40歳未満、65歳以上

～74歳未満） 

９．３３％ 

（△０．１８％） 
９．５１％ 

介護保険第 2号保険者

に該当する場合 

（40歳以上 65歳未満） 

１１．１５％ 

（±０％） 
１１．１５％ 

 

新
潟
市
食
文
化
創
造
都
市 

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業 


